
建築への信頼が問われる今、変わるべきは 100 万人の＜建築士＞の職能だ！ 

http://www.gakugei-pub.jp/

全国の書店・ネット書店で販売

定価：2,300 円（税込）
発行：学芸出版社第１回これからの建築士賞審査結果を紹介した『これからの建築士ー職能を拡げる 17 の取り組み』（編著：倉方俊輔、

吉良森子、中村勉　協力：東京建築士会）が出版されました。この賞の内容が詳しく掲載されています。
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これからの建築士賞第11回
2025

「建築士」は日本の都市と建築にかかわる重要な職能資格であり、
設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、発注者など幅広い業務
に携わりながら、未来につながる社会の実現のため努力してきま
した。近年では防災、環境、高齢化と人口減少、歴史文化の喪失な
ど多くの課題の中で、その専門的な知見を生かしながら、魅力的
な社会、街並み、建築空間の実現を目指して活動しています。

なかでも最近は他の建築関係の会とも連携し、それぞれの地域を
ベースにした協働も盛んになってきており、これらの新たな活動
が大きな波となって地域社会の未来に力となる事も期待されてい
ます。多様な分野における建築士ならではの新しい動きに光を当
て、顕彰し、支援するとともに広く世の中に伝えようとするのが
「これからの建築士賞」の目的です。

募 集 要 項

6月 上 旬　公告
8月22日　応募書類提出締切
9月 上 旬　審査会
2026年6月上旬　東京建築士会総会の席上で顕彰予定

6. 審査・顕彰

受賞者の活動資料を上記総会時に配布します（活動資料はA4版、受賞者が作成するが、
場合によっては推薦者が協力する）
受賞者及びその活動資料については本会会誌、ホームページに講評とともに掲載するほ
か、各メディアに公表予定。

7. 発表・その他

2025年8月22日（金）必着
応募書類は、下記のメールまたは郵送にて提出ください。
郵送の場合は、8月22日の消印有効。

8. 応募締切

一般社団法人 東京建築士会　「これからの建築士賞」 係
〒103-0006 東京都中央区日本橋富沢町11-1 富沢町111ビル5階
TEL：03-3527-3100　FAX：03-3527-3101
E-Mail：event02@tokyokenchikushikai.or.jp
https://www.tokyokenchikushikai.or.jp/

9. 応募書類提出先・お問合せ先

都市と建築に関わる近年の活動や業績で、設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、
発注など建築士としての多様な立場を通じて行った未来につながる社会貢献に対
して、その活動・業績を担った建築士もしくはそのグループを顕彰する。
未来につながる社会貢献とは、たとえば、美しい景観の形成、安全で魅力的なまち
づくりや空間の提案、自然環境や歴史的環境の保全、地球温暖化・人口減少・高齢
化社会に対する提案、弱者に対する対策、文化・にぎわい・コミュニティの創出、建
築に関する啓蒙・普及など多様であるが、さらに、これからの建築士の仕事を開拓
するような、従来の建築士の枠を拡げる活動の応募も大いに期待したい。

1．賞の対象

これからの建築士賞　10点程度 （但し、応募点数による）
2．名称及び受賞数

別紙候補推薦書に記入の上、必要に応じて参考資料をA4用紙3枚以内にまとめて、事務
局まで提出のこと。関係資料は返却されないものとする。郵送、メールによるデータの
送付も可能。候補推薦書は東京建築士会ホームページからダウンロード可能。自薦、他
薦を問わない。

4. 応募方法

原則として建築士もしくは建築士を含むグループで、活動のベースが首都圏にあること。
過去の応募者の再応募は可とする。
審査員が直接係った案件は応募対象から除外される。また、審査員が所属する事務所、グループ
が審査対象となる場合は、その案件に係る一切の審査から外れるものとする。

3. 応募資格

5. 審査員
青木 淳    （AS）
大月 敏雄 （東京大学 大学院工学系研究科 建築学専攻 教授）
貝島 桃代 （アトリエ・ワン／スイス連邦工科大学チューリッヒ校建築振る舞い学教授）
宮崎 晃吉 （株式会社HAGISO)

 

1
 業績名 深川えんみち　-設計前後の介入

 受賞者 JAMZA
長谷川 駿、猪又 直己、内田 久美子

2
 業績名 Senju Motomachi Souko

 受賞者 Ishimura＋Neichi
石村 大輔、根市 拓

3
 業績名 郊外住宅地に潜む創造性をかきたてる

 受賞者 藤原酒谷設計事務所
藤原 真名美、酒谷 粋将

入賞6点（応募点数10点）

5
 業績名 建築のまわりで、建築をシコウする。

アラウンドアーキテクチャーの取組み

 受賞者 佐竹 雄太

　

6
 業績名 中中野プロジェクト

ー能楽堂を核とした地域と文化のファシリティマネジメントー

 受賞者 なかなかの＋梅若能楽堂研究会

　

4
 業績名 COMMON SENSE を生み出す場づくり

 受賞者 藤木 俊大、佐屋 香織

　

審査員による総評・講評および入賞作品の詳細は、こちらからもご覧いただけます。
https://tokyokenchikushikai.or.jp/award/pdf/korekara-vol.11.pdf

審査
結果

過去の受賞提案はこちらからご覧いただけます。
https://tokyokenchikushikai.or.jp/award/index05.html
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大月 敏雄
建築士だから、業務としての建築設計で食べている、と

いうのが前提となる。これまで考えられていた建築士の

範囲を超えて、どんなふうに社会と接点をもち、建築の

世界を広げていけそうか、ということが受賞のポイント

だったと思う。応募資料を見ると、規定の設計条件に対

応した計画・設計の幅を広げ、施主や事業主らとともに、

まだ明示的ではない隠れた設計条件を探っていく、とい

うスタイルが比較的多かったように思う。その手法も、

いわゆるユーザー参加型のワークショップのようなも

のを超えつつあり、建築士自身が、ある時にはその環境

の中に住み込み、あるいは、事務所や拠点を構えるとい

う、古い社会学でいうところの「セツルメント活動」に近

い中での活動が主流だ、ということがわかった。ただ、

「これから」ということを考えた場合、多様なセツルメン

ト活動の中でも、いくばくかを稼ぎつつ、持続性を担保

することが必要でもある。建築設計･監理等業務委託契

約以外の、どんな契約を社会と結びながら、建築士の幅

を広げていくのか、建築士会としては、そのあたりも詰

めて考える必要がありそうだ。

青木 淳（AS）

「これからの建築士」とは、つまりは、従来の建築士の職

能を広げた建築士ということです。そこでまず、従来の

建築士とは何かですが、これは建築士法でも設計又は工

事監理を行なう者という位置付けで、「建築物の質の向

上に寄与する」ことになっているものの、あくまで「建築

物」の方を向いた専門技術者扱いで、残念ながら、建築を

取り巻く社会の方への働きかけはほとんど期待されてい

ないように思われます。これは、プロジェクトのより上

流に関与して、社会の利益を守ることが期待されている、

たとえば欧州の建築士像と著しい対照を成していて、例

えば、英国では、 RIBAが公式に認定する「クライアント・

アドバイザー」という、社会や経済の側と建築をつなぐ媒

介者としての職能が確立しているわけです。今年の応募

は、応募数は少なかったものの、その点、建築というもの

の社会性をもって、建築士の領域を押し広げようとする

活動がいくつも見られ、将来に期待が持てるものでした。

問題は、その活動が職業として成立しているか、その活

動の結果、建築的にすぐれたことが達成できているかで

すが、これは焦らず、それら活動がしっかりと育つのを

辛抱づよく待つ必要があることなのかもしれません。

［第 11 回 これからの建築士賞］

（東京大学大学院工学系研究科建築学専攻教授）

青木 淳（あおき じゅん）
1956年横浜生まれ／1982年に、東京
大学大学院修士課程建築学専攻修了／
1991年、青木淳建築計画事務所（現在、
ASに改組）を設立、主宰／代表作に、「馬
見原橋」、「潟博物館」（1999年日本建築
学会作品賞）、「青森県立美術館」、「ルイ・
ヴィトン名古屋・栄」、「大宮前体育館」、

「三次市民ホール きりり」、「京都市美術
館（通称：京都市京セラ美術館）」（西澤徹

夫との共作、2021年度日本建築学会作品賞）など／2005年に芸術
選奨文部科学大臣新人賞、2020年度に毎日芸術賞を受賞。京都市美
術館（通称：京都市京セラ美術館）館長／東京藝術大学名誉教授

©前谷 開

大月 敏雄（おおつき としお）
1967年福岡県八女市生まれ／東京大
学工学部建築学科卒業後、横浜国立大
学、東京理科大学を経て、2008年から
東京大学大学院工学系研究科建築学専
攻准教授、2014年から同教授／博士（工
学）・一級建築士／専門は、建築計画、住
宅計画・設計、団地計画・設計、住宅政策
／主著に『集合住宅の時間』（王国社）、

『町を住みこなす』（岩波書店）、『住まい
と町とコミュニティ』（王国社）など



252026. winter  1・2・3

貝島 桃代（かいじま ももよ）
1969年東京都生まれ／1991年日本女子大
学家政学部住居学科卒業／1992年塚本由晴
とアトリエ・ワン設立／1994年東京工業大学
大学院修士課程修了／1996～97年スイス連
邦工科大学チューリッヒ校(ETHZ)奨学生／
2000年東京工業大学大学院博士課程満期退学
／2000～09年筑波大学講師／2009～2022
年筑波大学准教授／Harvard GSD、ETHZ、
The Royal Danish Academy of Fine Art、Rice 

University、TU Delft 、Columbia University GSAPP、 Yale School of Architecture
で教鞭をとる／2012年RIBA International Fellowship／2018年第16回ヴェネ
チア・ビエンナーレ国際建築展日本館キュレーター／2022年ウルフ賞芸術部
門（建築）受賞／2017年よりNPO法人チア・アート副理事長、2024年同理事長
／2017年より、現職 ETHZ Professor of Architectural Behaviorology

©石渡 朋

宮崎 晃吉
建築士の専門性を司る建築士会において、建築やまち

づくりを「建築士に限らず、誰しもができることであり

取り組むべきこと」とするための取り組みを評価するこ

とは、一見危ういように見えるかもしれない。しかし分

業化が極限まで行き着いた現代において、閉じた専門

性を開いていくことはむしろ死活問題であると思える。 

建築に限らず、現代のわたしたちは生活のあらゆる側面

を外部に委託している。それぞれの委託先の専門家は、

素人は口を出すべきでないとその専門性を守ってきた

が、結果我々生活者は自分たちでは何もできなくなって

しまった。その外部依存状態こそがいかに危ういもの

であるか。今回の審査では、限られた数の応募の中では

あったものの、粒ぞろいの取り組みばかりであった。ア

プローチは様々だが、自分たちのできることと地域や

社会との偶然の出会いを糧に、等身大で取り組んでい

る。分け隔てなく一緒に汗をかいている。自分たちでも、

この取り組みの結果どこにたどり着くかは必ずしも分

かっていない。分からないからこそ、そこに未知の可能

性があることを信じられるのであると思うし、その道程

こそが面白い。それで良いのだと思う。

貝島 桃代
「これからの建築士賞」の普及には、さらなる活動の必要

が感じられた2年目の審査でした。昨年は賞の趣旨と合

わない応募作品が散見されましたが、昨年の受賞結果と

今年の応募告知を丁寧におこなったことで、今年は応募

資料や作品内容、賞の意図を理解の上、質が高く充実し

たものが揃ったことは大変嬉しく思いました。その一方

で、応募作品数が減ったことは、残念でした。OMAのレ

イナ・デ・グラフは現代社会で、建築の賞が乱立し、政治

や産業の道具になっていることについて批評的に見て

います。この賞が、実質的な社会的波及効果をもたらす

には、選考結果だけではなく、賞の発表や受賞講演会、

展覧会、作品の見学会、審査員との対話あるいは賞金な

ど、具体的な建築文化の普及の形が見え、これに応募す

ることが応募者自身の活動動機となることが求められ

ているのではないかと思われました。また賞を育てるに

は、審査の透明性も重要ですが、審査員の関わり、継続的

な議論、そして責任範囲の検討も必要であると思いまし

た。私自身、審査員期間中、十分な成果を残せなかったこ

とが心残りですが、今後の賞の充実と発展をお祈りして

おります。2年間、ありがとうございました。

（アトリエ・ワン／スイス連邦工科大学
  チューリッヒ校建築振る舞い学教授） （株式会社HAGISO代表取締役）

宮崎 晃吉（みやざき みつよし）
群馬県前橋市生まれ／2008年東京藝術大
学大学院修士課程修了後、磯崎新アトリエ
勤務／2011年より独立し建築設計やプロ
デュースを行うかたわら、2013年より、自
社事業として東京・谷中を中心エリアとし
た築古のアパートや住宅をリノベーショ
ンした飲食、宿泊事業を設計および運営し
ている／hanareで2018年グッドデザイン
賞金賞受賞／ファイナリスト選出など
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第11回 これからの建築士賞 作品講評
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ここでは、複合型の福祉施設プロジェクトにおける、運営者と初期段

階から一貫して密接に関係し、コンセプトシートを作り、これを持って

助成金に応募し、獲得、竣工後は利用者へのコンセプト伝授、見学ツア

ー、日常的なメンテナンスなどを行なっている建築士の立場が、応募対

象となっています。審査では建築士が設計建設の前後も含め、プロジェ

クトに長く関わることで、活き活きと使われている持続的な建築となっ

ていることが高く評価されました。その一方で、そうした活動は、ボラ

ンティア活動あるいは建築士としての仕事として行なわれているのか、

持続的な仕組みが示されていないことが課題としてあげられました。産

業の歯車から自律し、建築の文化を耕すこと、それにはいろいろな工夫

が必要です。もしそれをすでに見つけているのであれば、この賞で、建

築士の生き方として皆に共有してほしいし、まだ過程であれば、ぜひそ

のことに挑戦してもらいたいと思いました。

貝島 桃代
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第11回 これからの建築士賞 作品講評
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街場の電気施工会社の社長との偶然の出会いをきっかけに、必要最

低限の資材と、そこにいるメンバーで無理なく作れる技術を駆使しな

がらともに拠点を作っていくプロジェクト。請負プロジェクトの「商

品」として使われた材料が巡り巡って自分たちの空間をつくる「資源」と

なったり、拠点の設えとして使われていた部材が一時的に借り出され

「商品」となったりするなど、ものの循環がいたって自然に行われてい

る。建築部材や材料は建築に設えられることでその使命が確定したよ

うに思いがちだが、実はいっときそこに在るだけで、その可能性は常に

保留されている。そう思えば世界はすべて倉庫のようなものであり、翻

ってこの「Senju Motomachi Souko」が地続きな拠点であることが

再認識できる。

宮崎 晃吉
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もともと縁もゆかりも無かった土地で、地権者との出会いを通じて空き

家や未利用空間を使って地域住民とともに進められているプロジェクト。

コロナ禍ではじまったという時期からも、建築士としてというよりも、等

身大の必要に駆られてはじまったプロジェクトであることが察せられる。

まずは小さな出来事からでも、始めてみるとその出来事がきっかけとなっ

て「芋づる式」に出来事が連鎖していくのは私も大いに共感できるところ。

そんな偶然を受け入れる構えと時間への向き合い方を持ってすれば自分

たちの知らないところまでその余波が届くことを証明してくれている好

事例であると評価された。

宮崎 晃吉
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第11回 これからの建築士賞 作品講評
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川崎市武蔵新城エリアで活動を開始した設計事務所が、入居する建物

のオーナーと一緒に、部屋の改修から外構の改修といった小さな建物内

外のリノベーションを、隣接・近接する場所で 7 年ほどエリアリノベー

ションを実践した。こうした設計事務所が、今度は川崎市の橘公園を対

象とする ParkPFI 事業の事業主体となり、地域活動のプラットフォーム

を市に提案し、設計事務所自体がその管理運営を担うようになった。長

く使われていなかった公園管理事務所を改修し、小さな複合施設とする

と同時に、その 2 階に管理者兼設計事務所として入居しながら、公園の

活性化を担う。設計事務所ならではの、責任あるエリアリノベーション

への展開例として高く評価したい。

大月 敏雄
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佐竹雄太さんは、「創造系不動産」でリーダー的存在として経営や事業

開発に深く関わった後、2021 年に「アラウンド・アーキテクチャー」を

設立し、今に至っています。建築士というスキルを活かして、建築と社

会の間を媒介することにおいては、創造系不動産での活動と連続してい

るけれど、前者では不動産実務を建築的に拡張するという立場にあった

のに対して、現在は逆に、建築を社会に広げるという立場にシフトして

いることが特筆されます。設計はしない。事務所名が示すとおり「建築

のまわり」にあることに徹して、さまざまな方面から建築を支え、広げ

る活動を行い、すでに「大宮氷川町家」など、大きな成果を上げられてい

て、その軽やかなステップで、日本型の建築士の職能の拡張をさらに進

められていくことを期待しています。

青木 淳
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応募者の内訳は、カフェバー運営メンバー5人（設計事務所と企画・編集

の制作会社スタッフ）と、大江宏設計の梅若能楽堂を研究する2名。応募者

からの資料によると、「メンバーの親族が能楽堂オーナーと知り合いで紹介

を受け、独立したばかりのkatomonoi（設計事務所）が、初めはオーナーの

建築まわりの御用聞きをしていた。」その延長として、能楽堂敷地の一角に

建設するマンションのテナント探しをしていた際、一層のこと自分らでカ

フェバーを運営しようということになった。若い建築士たちが、建築という

共通言語を基盤に、テナントサイドとして、研究者として、活動拠点を自ら

形成しながら、町と建築の応援団を形成するモデルとして評価できる。

大月 敏雄
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